

























































































































けたことにより “ 悩み ” が解決に導かれたこと
が救いになったと理解できたのである。そのた
め、表１の左から４つ目の欄に “ 体験記執筆者
の悩み ”、5 つ目の欄に “ 表現された医療者の対




また、“ 体験記執筆者の悩み ” の欄には（　）内
に “ 体験記執筆者と患者との関係 ”、“ 表現され












































悪性新生物 34 件、周生期に関する疾患 14 件、






たものは 95 件中 17 件（17.9％）で、その
中で対応した医療者が看護師だったのは 7



























































































　 第 Ⅲ 群 に 属 す る も の は 95 件 中 44 件
（46.3％）である。第Ⅲ群①は 33 件、第
Ⅲ群②が 11 件であった。第Ⅲ群全体で対
応した医療者は、医師 33 件、看護師 7 件、
チーム 4 件であった。第Ⅲ群①で対応した


























































































































































　detaNo6,7,81,82 の４件の “ 執筆者の悩み ”
は、自分の子どもの病気に対して親が自責の
念を感じていることが “ 悩み ” である。そし































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































こ と に よ っ
て、患者・家族
が「病い」との
つきあい方に
気づいた
data
No
7
9
27
医療者から見た体験記執筆者
（又は家族）を取り巻く状況
・早産したことの自責の念から落
ち込んでいた。
・一ヶ月もの間子の手に抱いてい
ないというものはぎこちないも
ので、我が子と私の間にお互いが
理解できない空白の部分がある。
出産予定日の1ヶ月半も早く破水。2日後に2054ｇで出生。その
3日後小児科の先生から「赤ちゃんは感染症の疑いもあり、黄疸
もきつい」と説明をうけ、未熟児だったが無事出産したという喜
びから一転、早産してしまったことの自責の念で、その時から落
ち込んでしまった。（本人）
「どうしたの？」と声をかけられた。そして私
の不安な胸の内をすべてうなづきながらきい
てくれた。翌日、産科医から「小児科の先生は
最悪の場合も含めて説明したのだと思う」と
安心させてくれた。すべてのスタッフが声を
かけてくれた。母（本人）が退院後はノートに
赤ちゃんの様子を赤ちゃんが退院するまで書
く。そして、赤ちゃんの様子を伝え続けた。（看
護師）
入院している子と自分の間にお互いが理解で
きない空白の時間を埋める手助けになった。
育児をする心の支えとする。
前夜の眠りの延長線上に、畳の上で眠ったま
ま逝く。父の希望であった「死ぬ時は、自分の
家の畳の上で、眠ったまま逝ってしまうのが
お父さんの希望だよ」が叶えられた。
往診に出る医師がいるので、まわってもらい
ましょう」と往診した結果、即入院となった。
治療の効果が表れ少し食べられるようになっ
た。すると医師から「食べ物を味わってもらい
たいし、おしゃべりだってしてもらいたい。ご
家族は大変になるが（退院して自宅で看るこ
とに対しての）意向はいかがかと思って」と提
案してくれた。（医師）
CTの結果、毛細血管が壊れていくのが原因の治療法のない病気
と診断された父は、少しずつ歩行や会話ができなくなっていっ
た。
診断を受け3年ほどたった時、眠ってばかりいる父が気になり、
市内で一番大きな総合病院に連絡した。しかし、「病院に来ても
らわなくては入院するかどうかも決められない」と言われ、とて
も頼る気にはなれなかった。そして、執筆者がお産で世話になっ
た隣の市の総合病院に連絡してみた。すると右のように対応し
てくれた。（娘）
治療の効果が表れ、少し食べられ
るようになった。
体験記執筆者の悩み
（患者からみた執筆者との関係）
表現された医療者の対応
（職種）
患者の
診断名
早期破水
脳の毛細血管
が壊れていく
病気
31
死期を悟ったのか隠れて身辺を整理する母の
姿があった。ちょっとしたことにも「ありがと
う」と言った。亡くなる前日「私は幸せです。で
も疲れた。お世話になりました。ありがとう」
と集まった人にお別れをした。
「そうかもしれませんね。でも出来る限りのこ
とはしますから、一緒に頑張りましょう」（医
師）
私は、母がよりよく生きることに協力し、そばに居ることを決め
た。（子）混乱は表現されていない。
「私はがんですか？」と医師に母が尋ねた。（娘）
がん告知される不安（がんではな
いと言ってほしい）
胃がん？
それから数日後、執筆者は医師に「手術をお願
いします」と言った。
経営者の気持ちはものすごくわかる。でも、そ
れも健康であってこそ仕事ができるので、体
の一部に異物が入っていてはいい仕事はでき
ないと思うよ。常にカテーテルから導尿袋に
流れる排尿が気になって、仕事どころではな
いでしょう。自分はそれでよくても、奥さんや
社員の人たちにも少なからず迷惑をかけるこ
とになると思うよ。よーく考えて自分で決め
てほしいんだ。僕たちは手術をやめて、一生カ
テーテルにするといわれても、最善の治療は
続けていくけどね。それが我々医者の使命だ
から」
仕事を休み、会社をつぶすわけにいかない。導尿袋をいつまでも
下げておくことができないなら、お腹に穴をあけてそこに一生
カテーテルを入れて生きていこう。（本人）
自分の体のことよりも仕事を休ん
だら会社がつぶれると思ってい
る。
前立腺肥大
32 未熟児
46
「機械に囲まれたこのベッドの上で死なせた
くない。彼を抱きしめて死なせてあげたい」家
族だけで息子をみとった。
その人が生きようとしている限り、それを止
めようとするのは間違っている。もし本人が
逝きたいというサインを出しているのに無理
に生命を永らえさせるのは間違っていると思
う。彼を抱きしめてしなせてあげたい。（看護
師）
命を延ばす処置をすることはできる。あんなベッドの上で一度
もお父さんやお母さんに抱かれずに死んでいくのはかわいそう
だ」と言われ、私たちの手で息子を殺せというのか。私は絶望的
な思いで思わず声を上げて泣いてしまった。(母）
・彼の命が風前のともしびだった
ことは誰の目にも明らかだった。
・私たちの手で息子を殺せと言う
のか。私は絶望的な気持ちで声を
あげて泣いてしまった。
悪性奇形腫
48
娘は泣いていませんでした。ちっちゃな声で
「かあかん（お母さん）さっきはごめんね」と
言ってくれた。
体の中の血液の流れのことを説明してくれ
た。そして「今一番しんどいんやけどなぁ。辛
抱できるか。辛抱しいな」と言ってくれた。（医
師）
足がむくんでどんどんはれてきた。娘は足を見て「また元に戻る
ん？もっとむくんだらどうするん？どうなるん？母はこんなに
なってないからわかれへん」と泣きながら訴えた。「先生に聞く」
と言いだした。（母）
不安で「先生に聞く」と娘は言いだ
した。
骨髄腫
49 膝の痛み
55
一か月の入院か。まあこれもしようがないね。
長生きは保障されたんだもん」という母に一
週間前のふさぎこんだ顔はなかった。
良くはならないけれど、悪くなるのは遅い。ま
だまだ生きられますよ。（医師）
義母は「血液に異常があるから大きな病院に行ってくださいと
言われた。（私の病気）治らないらしいよ」と嫁に伝えた。（嫁）
・病気が治らないと理解している。
先天性疾患
67
先生みたいな方に母を見ていただけて私はも
う安心して帰れます。
痛みの訴えはじっくり聴かさしていただい
て、なぜ痛むのかという痛みの仕組みをわか
りやすく説明する。その上でどういう治療を
するのかも話をしてこれで治りますと言い
きっちゃう。（医師）
二年前から膝が痛いとこぼすようになった。そんな母からいつ
になく明るい声で友人が連れて行ってくれた病院の注射で痛み
がとれて久々に気分が晴れたと連絡があった。そのため通院日
に合わせて実家に行き母の治療に同行することにした。（娘）
膝が痛い。
骨盤骨折
74
二度の手術を経て高校へ進学し、水泳、一輪
車、スキーをもこなす。今まで一度も弱音を吐
いたことがない。
時折、この手術をしてくれた病院に行きたい
と思う時がある。そこは「忘れかけていた何
か」を考えさせられ、同時に「生きる力」を与え
てくれる現空間である。
今後の治療方針　質問に丁寧に答え十分な時
間をくれた。（医師とスタッフ）
足に障害をもって生まれた二男。治療方針は片方は装具で矯正、
もう一方は骨がないため切断して義足にするということだっ
た。果たして最良のほうおうなのか、大きな決断を迫られた。
（父）
・片方の脚を治療のため切断する
治療方法の説明を受け、最良の治
療方法を選択し決断しなければ
なければならない親の気持ち。
エーラスダン
ロス症候群
83
初秋には夫と医師たちの大きな目標であった
「社会復帰」をする予定。
手術の経過を一時間おきに説明のために手術
室から出てきてくれた。
「僕たちは、諦めが悪いですから」(医師）
救命の確率は良くて五分五分、左足は救命のために切断もやむ
を得ず、骨盤内の大量出血は有効な治療法はないと厳しい話
だった。悲しみに暮れながらも命だけは助けてほしいとお願い
した。（夫）
助けてほしいとお願いした（助か
るだろうかという不安）
K医師の指針に従い、無事出産。インターネットで探した病院からメールが来
た「我々はこの病気での出産について一定の
指針を持っています。良ければ、こちらまでカ
ウンセリングを受けに来られませんか？遠方
なので申し訳ありませんが、旅行がてら、ご主
人と一緒に。」レジュメを２部（自分と出産す
る病院の医師用）作ってくれた「これを主治医
の先生にお渡しください。僕からも少しずつ
考え方を変えてくださるように、お電話やお
手紙で働きかけをします」（医師）
母体死亡率30%。自然分娩に自分の大動脈が耐えられるだろう
か。他にもっといい方法があるのでは･･･。（本人）
自然分娩よりもいい方法があるの
では？
（主治医の方針に納得できていな
い）
がん
膀胱がんが見つかったという医師の説明を母
も同席して聞いた。以来、母は自分の病気と正
面から向き合って勉強して来た。病状の変化
にともない主治医も変わり大学病院で手術を
受けたり抗がん剤治療をしたりする間に自分
の体を自分でしっかりと知っていたいと思う
ようになっていた。
担当医たちのていねいな説明。(医師）告知を望みますか？という質問に母は「いいえ」と答えていた
「私は臆病だから」（娘）
・がんであった場合、告知を望みま
すか？と言う質問に「いいえ」と
答えていた。「臆病だから」
・その後膀胱がんだという説明を
自分も聞き、病気と正面から向き
合って勉強してきた。
92
一人暮らしは無理と納得し、ケアハウスで以
前と変わらぬ杖一つで元気で歩ける日々を送
らせていただいています。
何を突っ込んで言っても嫌な顔、そぶりも見
せず、私にわかる言葉で答えてくれる。（看護
師）
マンションで一人暮らしをしていた、わたしの体はベッドと間
に挟まって、全く見動きができなくなっていた。50時間以上
たってから救出。（本人）
マンションでの一人暮らし（不安
を抱えて生活していること） 脱水
対応後の変化
15
体験記執筆者
を変化させた
医療者の対応
Ⅳ医療者の役
割を明確に伝
えた
data
No
2
11
12
医療者から見た体験記執筆者
（又は家族）を取り巻く状況
自分（医師）を信頼してくれてい
る。
五歳で初めて両眼の網膜剥離の手術を実施。間一髪で左目の0.1
の視力が残った。2回目は中学三年生。左目の手術をし見えるよ
うになった。この時の感謝の念はその後信頼感となって息子の
心を支えた。
3回目は、高校三年生の、大学の合格通知を受け取った後。先生
以外に手術してもらうのいやなんです、と息子は行った。(母親）
手術を担当した医師はしばらく目頭を押さえ
ていた。
できるだけのことはほどこしたつもりだっ
た。でも、君の目を救うことはできなかった。
すまん。僕の腕もたいしことはないなｱ。実は
去年三月でこの病院をやめて、四月から開業
することになってたんだ。でも君が僕を頼っ
て入院して来たから、開業を一年延期したん
だよ。
息子は先生を信じることによって、人間の信
頼関係の原点を学んだ。
「目が見えなくなったらおしまいだ」
無事出産する。大丈夫頑張りましょう。　次の診察日まで頑
張りましょう。　もうひとり産んでも大丈夫
だから。(医師）
結婚の時点で出産を諦めた。しかし、健康な夫のことを考えると
子どもがほしくなった。しかし、なかなか出産を引き受けてくれ
る医師は見つからず、やっと大学病院の医師が引き受けてくれ
た。（本人）
なかなか出産を引き受けてくれる
医師がみつからない。
体験記執筆者の悩み
（患者からみた執筆者との関係）
表現された医療者の対応
（職種）
患者の
診断名
網膜剥離
脊柱側湾
14
18年間、この言葉が執筆者を支え続けてくれ
た。
「どんな努力も惜しみません。心にだけは障害
を作らないようにしましょうね」と執筆者に
言った。（医師）
少しでも娘に負担の少ない方法を選択することにより、２人の
うちの１人の医師に見放された。（母）
この医師の治療を選んだためもう
一人の医師に見放された。 口唇口蓋裂
明日を生きる勇気　を持たせてくれた患者
会。この患者会は先生の形見。
大丈夫だ。今なら５年でも１０年でも生きら
れる。とことん付き合うよ。(医師）
（母と同じ病いと診断）やっぱり！母の死をみつめた12歳の夏、
もし母と同じ病気になるとしたら、多分それは姉たちではなく
自分だろう。そう感じたあの不思議な思いがよみがえった。「五
年、五年だけこの命ください」娘が成人するに要する年月」（本
人）
娘が成人するまでの五年だけ命を
ください。
がん
16 骨形成不全
18
祖母の付き添いで幼稚園に通えるようになっ
た。そして、運動会で腕を支えられて徒競争に
参加した娘は「よーし、頑張るぞ」と張り切っ
ていた。
２歳の夏に受診した病院で「手術しますか？」
全く予期せぬ言葉に唖然としていた私たちに
手術方法の説明をした。　立つこと、歩くこと
を目標にしているから手術するんです。立た
なくていいと思っているのなら手術しませ
ん。」「足をどんどん動かしてあげてください。
運動しないと骨は強くならないし成長しませ
ん。体重を支えることのできる骨と筋肉を
作っていきましょう」
母親のおなかにいるときに、右腕と左足を骨折。生まれる時に右
足を骨折。はかり知れない不安をかかえながらも、娘との生活が
一日でも長く続くことを願った。1歳にはなったが、度重なる骨
折で脚は弓型に変形した。歩くことはもちろん、立つこともでき
ずかろうじてお座りができる程度。（親）
立つこと歩くことを諦めている。
寝たきり
23
自宅で死にたいという母は医師の言う言葉
（おしめをすることは恥ずかしいことじゃな
い）に、無言でうなずいていた。
一日もかかさず往診を続けてくれた。（医師）現現職の教員だった執筆者、そしてあまり丈夫とは言えない家
内の二人で、ほとんど寝たきりの母の看病をすることには大き
な不安があった。（息子）
夫婦だけで母を介護する不安。
潰瘍性大腸炎
43 交通事故
65
心と心のふれあいの中で生まれてくる、生き
ることの喜びと勇気そのものを与えてくれ
た。
産もうよ。せっかく授かった小さな命だもの。
力になるから。私が絶対に無事に産ませてあ
げるから。（医師）
潰瘍性大腸炎の私は妊娠し、この体で本当に産めるのだろうか
と不安で胸が押しつぶされそう。（本人）
潰瘍性大腸炎の私は本当に産める
のだろうか。
脳梗塞
68
どんなことがあっても、この脚で歩いていこ
う。私の立ち場で考えてくれている人がいる
から。
こんな大成功久しぶり。いや初めてかなぁ！
よかった！よかった！」と言ってその足にキ
スをした。（医師）
現実がむき出しになって（手術後の右足）目の前に現れると、私
はただショックに打ちのめされた。いびつな形の棒に赤紫の皮
がへばりつき、百何十針分の糸が絡みついている足。（本人）
（患者は）手術した脚（いびつな形
の棒に赤紫の皮がへばりついてい
る）のショックに打ちのめされて
いた。
狭心症
胃がん
脳梗塞
90
後遺症で視野が狭くなっていたが、奇跡的に
回復し、赤ちゃんは1歳の誕生日を迎えた。
幸運なことに深夜であったにも関わらず搬送
先の病院には脳神経外科、神経内科、内科、産
婦人科の先生がすぐに集まってくださり治療
方針の協議がなされた。「こんなこと初めて
で」と言いながら一生懸命に治療してくれた。
病室を産婦人科に選び、出産を楽しみに治療
に専念することができていた。（医療スタッ
フ）
待望の赤ちゃんの出産を五ヶ月後に控えていた。突然、意識を
失った。そんな幸せな生活が一瞬にして悪夢に変わろうとして
いた。（妹）
妊娠中に意識を失う病気になっ
た。
白血病
94
執執筆者は初めて彼女を医師としての責任感
の強さと優しさに気付き、彼女の外見だけで
判断していた自分を恥じた。
父の病室に医師が訪れた。「有給休暇を取って
きました。ここの病院には話をつけてありま
すので。私も手術にたちあいます（医師）
脳外科に手配し、救急車に乗り込んだ。
30年近く主治医だった医師が高齢で退任した。新任の外車に
乗ってやってきた医師に対して、「あんな現代っ子大丈夫かし
ら」と執筆者の母が言った。（娘）
昔からのかかりつけの病院によせ
る信頼
・初期の胃がん。
・突然倒れろれつがまわらない。
現実を受けとめ、残された時間を大切にしよ
うと、ようやく思えるようになった。
「こんにちは。お母さんとお父さんと話がした
いと思っていました。私もできることなら娘
さんを助けてあげたい。本当にそう思ってい
ます。」先生の目からは涙があふれていまし
た。（医師）
３歳で発症。再発を繰り返し、小学校入学を目前に控えた6歳の
時には余命を宣告。この現実を私は受け入れることができずそ
れまで信頼して来た先生にも見放されたように感じた。医療者
は全て敵になったと感じていた。（母）
6歳で余命宣告。
日ごとに主治医からの説明は厳し
いものになっていき私は徐々に主
治医を避けるようになっていた。
難病息子はクラッチと言う杖を使って歩けるようになった。
手術をしたら歩けるようになるかもしれな
い。（医師）
やっと生まれたわが子に重い障害があった。抜け殻のように毎
日お酒を飲んでいた。（父親：執筆者の夫）
子どもに障がいがあることで父親
が抜け殻のようになっている。
95
私はひとりじゃない。もう一人ここ（移植した
肺）にいる。だから頑張る。
もう二度といただける肺はないと思うのでこ
の肺をつぶすわけにはいきません。何かあっ
た時には最善をつくします。（医師）
いつ移植ができるようになるのかわからない。症状が悪化し、も
う移植を待つ限界。（本人）
最悪のコンディションでした。も
う家に帰れないと考えると涙で食
事もとれない。
肺移植
対応後の変化
data
No
3
17
71
医療者から見た体験記執筆者
（又は家族）を取り巻く状況
病気になっても最後まで主治医で
あり続ける。
かなり進行している膵臓癌と診断された。膵臓の切除術を受け
れば数年は生きられるかもしれない。しかし、仕事ができないと
すれば、自分にとって生きる価値・意味はないからそれは受けな
い。あと6カ月くらいだと思っているが、生きている限り仕事が
したい。（院長）
執筆者：この医院の師長
膵臓癌になった医師：院長
僕の診療態度がみっともなかったらストップ
をかけてくれ。（患者である医師）
院長の真相を知った患者は、院長の前で泣き
だす人も多かった。たえず患者から野菜や果
物が届けられた。
向き合ったベッドで楽しそうに談笑する二人
の姿が見られるようになった。一時退院の折
には学校にも通い始め、体育の授業で、骨盤か
ら片足を切断された体で堂々とプールで泳い
だ。
患者と同じ病いの青年（23歳）に「尊敬する一
人の人間として（患者の）良き友達になって
やってほしい」と懇願した。（看護師）
せっかく入院して暇がいっぱいあるのだから、名作を一冊読む
とか英会話を勉強するとか、何かやってみたらどうかしら」と
言っても患者の反応はなく、他の看護師が「あなたのことを、自
分の考えを押しつけるから嫌いだ、と言っていたわよ」と執筆者
（看護師）を責めた。
同じ病気の同年代の患者の話し相
手になってもらうことで、病気に
向き合えるようになると考えた。
体験記執筆者の悩み
（患者からみた執筆者との関係）
表現された医療者の対応
（職種）
患者の
診断名
すい臓がん
骨腫瘍
未熟な私が教えた1年は、あの子たちにはやり
直しがきかない大切な1年なんだ。新任だろう
とベテランだろうと、生徒たちにとっては決
して繰り返すことのできない年月なのだ。目
の前にいる生徒は私がベテランになるのを
待っていてはくれない。そういう気持ちで生
徒と向き合わなければならない。
今の私の患者さんには今しかないんです。私
はこれから何度でもやり直しができるけど未
熟な私が受け持った患者さんたちは、私が未
熟だった時をやり直すことはできないんで
す。1年目だろうと10年目だろうと、そんなこ
と、患者さんには関係ないんです」（看護師）
失敗してもしかたがない。自分はまだ新米教師なのだから、熱意
を持ってぶつかればいい。（担任である執筆者）
新米教師が新米看護師の仕事に対
する責任感の違いに衝撃を受け
る。
（膠原病）
75 舌がん
33
厳しい現実とそれに懸命に対応していただけ
る幸せを感じた。
実際に切って中を見てみないと分からないこ
ともあって、予想以上にがんが広がっている
時には予定より大きく切除してがんを取り切
ります。そして本当にがん細胞が切除し切れ
たかを確かめるため、術中急いで切除したも
のをミクロンの単位まで薄くスライスして、
病理の医師が顕微鏡で診断します。（医師）
発症当時、長男は小学1年生、二男は4歳。母のいない子にしたく
ない。（本人）
治療してくれた医師との会話を
きっかけに、新たな仕事に出会っ
た。
負傷
91
脳障害があるとレッテルを貼られ、生涯入院
生活で自由にに外にも出られない。そんな彼
らの本当の思いや心の叫びを私は察すること
ができていただろうか。日々の業務に追われ、
忙しさにかまけて、目をそらしてきたのでは
ないだろうか。今までの自分が恥ずかしく
なってきた。
見動きしない私を見ていたのか、よっちゃん
が車いすでスーッと寄って来てくれた。-中
略ーそして大きな手で腰をさすってくれた。
－中略ーよっちゃんはスタッフをひっぱって
来てくれた。
患者を抱きかかえた時グギッ。グジュグジュグジュグジュグ
ジュグジュグジュ。ビッキィーン。表現できないすごい音ととも
に私の体に電気が走り火花が散った。(本人）
自分の受傷の原因になった患者が
腰をさする。
膝の痛み
訴える症状に同情することはないが針を刺す
時に心和らぐ話をしてくれる。
その時私は85歳です。85歳の医師からブロッ
ク注射を受けたいですか。私はそこまで長生
きできません。(医師）
腰椎にいくつものヘルニアが起きてブロック注射に通ってい
る。110歳まで生きるので、死ぬまで面倒みてくださいね。（本
人）
長い間の医師ー患者関係から生じ
た信頼関係。
対応後の変化
その他：分類されないもの
石　岡　桂　子
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図1.体験記の分類結果
※数字は data No
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